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勢揃いした美咲町議会議員14人（議場）

新議会始動！！ 14人のまちづくりへの抱負

こんなことが決まりました

14議員が町政を問う

主な内容
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　地方創生による観光スポットの

充実を図り、地域の売り込みで活

力あるまちづくり地域づくりによ

る、人の集まる町、住んでみたい

魅力あるまちづくりなど、経済効

果を高め潤いある美咲町へと、脱

皮できる政策実現を図ります。

　美咲町誕生から12年。多くの課題

解決のために、『安全安心で元気な

地域づくり』『人口激減対策』『教

育のまち美咲町の実現』『若者の想

いを施策に反映するしくみづくり』『真

の議会改革』を掲げ、町の創生に

全速力で取り組みます。

　若者の子育て、教育の環境づく
り、地域「通いの場」利用促進な
ど少子高齢化対策が急務です。
　また、安心安全な地域と元気な
美咲町づくりに津山圏域との連携
も必要です。
　議員としても提案型で発言し品
格ある議会活動を目指します。

　恩は石に刻め…母の教えです。

　町民の先輩方から受けたご恩を忘

れることなく、皆さまのご意見ご要望を

素直にお聞きし、皆さま方が安心して

生活できるまちづくり、心温かいそして

情・愛の溢
あふ

れるまちづくりを目指します。

貝阿彌幸善議長松島　啓副議長山本宏治議員

形井　圓議員

14 番13 番12 番

　現在は世代の変わり様が思わぬ

方向に変化。先を見通す思考で人

口減少対策、地域活性化は美咲町

原田の発展が一番。その周辺の改

革など必要なものは実施する。

　若者からお年寄りまで生活しや

すい町を皆さまとともに実行。

　目指します！

　笑顔輝く安心のまちづくり、子どもから

高齢者まで安心して暮らせるまちづくり。

　地域包括ケアシステムの構築と

認知症対策に取り組みます。

　美咲町の未来に責任ある政治に

頑張ってまいります。

江原耕司議員金谷髙子議員

10 番９ 番

　いま議会に求められているの

は、議会の活性化であり、議員の

政策提案能力の強化だと考えます。

　議員自身の手によって、住民要

求に応える条例案の提出や課題へ

の取り組みを行い、美咲町の振興

発展に力を注ぎます。

　「安全に安心して、こころ豊かに

生活できる元気な美咲町」を創る

ためには、今何が課題なのかを常

に念頭に議員活動を続けてまいり

ます。

　「みんなで考え、みんなで行動す

る」まちづくりに努力します。

左居喜次議員延原正憲議員

６ 番５ 番４ 番

4月24日開催、   初議会の様子

づくりへの抱負
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　２期目に約束した議員定数削減を

実現しました。「議員活動の見える化」

など、さらに議会改革に取り組みます。

　また、過疎高齢化が進み地域格差

が出ています。

　皆さまが安心して生活できるよう努

力します。

　１票１票の重みを噛みしめなが

ら「住民こそ政治の主人公」「誰も

が住んでよかった」と実感できる美

咲町を築くため全力を尽くします。

　町民の声を、町政に届け、町民

の信頼に応えられる議会に力を尽

くします。

岩野正則議員

藤井智江議員山田雄二議員

11 番

　若い世代から元気と活力を生み出

せるまちづくり、将来世代に責任を持つ

まちづくりに真
しん

摯
し

に取り組んで参ります。

　次世代が生まれて良かったと思える

まちづくりに向けて、努力し、勉強し、

町民皆さまのために頑張って参ります。

松島幸一議員

３ 番

　新しい美咲町議会がスタートしました。

　これからの４年間は、美咲町の一

体感をより充実させ、大きく飛
ひ

躍
やく

して

いく大切な期間となります。国・県の

政策を町の政策と連動させて町民皆

さまの幸せづくりに全力を尽くします。

　今度で３期目の経験をいただく

ことになりました。

　皆さまからいただいた経験を活

かし、今まで以上に地域の声を町

政に届け、反映していくことが議

員の使命だと考えます。

　さらなるご指導をお願い致します。

松田英二議員林田　実議員

８ 番７ 番

２ 番１ 番

　新人の山田です。よろしくお願
いします。
　町内を回ってみて、自分たちの
願いをもっと議会に届けてほしい
という声をたくさん耳にしました。
　住民の皆さんにとって議会が身
近で信頼される存在となりますよ
う頑張ります。

4月24日開催、   初議会の様子

※番号は議席番号です。

14人のまち新議会 始動！！

任期満了に伴う町議会議員選挙が

４月１６日に行われ１４人の新議員が決まりました。

また、４月24日に初議会が開催され

議長、副議長、各委員が選ばれました。
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一般会計歳入歳出予算の内訳

前年度比　5.1％減　一般会計　　　100億8,899万円

前年度比11.0％減　23特別会計　　68億1,878万円

町営バス運行事業　　　 3会計

国保・介護保険事業など　6会計

簡易水道事業　　 　　　7会計

下水道事業　　　 　　　3会計

みさきネット事業

その他　　　　　 　　　3会計

23特別会計の合計

特別会計当初予算の内訳

5,210万円

49億1,362万円

8億3,239万円

7億4,947万円

2億2,292万円

4,828万円

68億1,878万円

その他（金利など）

4億2,826万円（4.3％）

町　税

12億7,535万円

（12.6％）

自主財源

23.4%
自主財源

23.4%

依存財源

76.6%

地方交付税

（国からの補充金）

47億6,500万円（47.2％）

町債（借金）

10億1,950万円

（10.1％）

国・県支出金

　（事業への補助金）

　15億1,686万円

　　　（15.0％）

使用料など

3億4,702万円

（3.5％）

繰入金（貯金の取り崩し）

7億3,700万円

（7.3％）

歳入100億8,899万円 

積立金その他 

1億3,896万円

（1.4％）

投資的経費

10.9%
投資的経費

10.9%

必要経費

89.1%

公債費（返済金）

15億8,420万円

（15.7％）

人件費

19億8,911万円

（19.7％） 補助費など（各種団体など）

14億972万円

（14.0％）

物件費（委託料・備品など）

13億805万円

（13.0％）

事業費 

11億102万円

（10.9％）

特別会計繰出金  

14億6,789万円

（14.5％）

扶助費（子育て支援など）

10億9,004万円

（10.8％）

歳出100億8,899万円 

魅力ある地域の形成を
● 29年度当初予算
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［予算特別委員会委員長報告］

　29年度一般会計当初予算は、100億8,899万円で対前年度比5億4,665万円（前年対比5.1％減）

減少した。

　主な事業は、柵原クリーンセンター施設解体撤去およびストックヤード建設事業に2億2,274万円、旭文

化会館の空調設備改修に5,155万円などである。

　歳入は自主財源と地方交付税などであり、財源不足の10億1,955万円は町債で埋める。

　一般会計から23特別会計への繰り入れについては、今後も事業運営の健全経営に向けて引き続き

厳しい努力を申し入れた。繰り入れの大きなものは、国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療・簡

易水道事業・下水道事業。

　ストックヤードの検討については、焼却場の取り壊し工事費の内容などを十分チェックし有効利用につい

ても慎重に判断するよう意見を付す。

　美咲町の健全な予算運営がなされるよう意見を付して一般会計、23特別会計を賛成多数で承認した。

［本会議委員長報告に対する質疑］

平成２9年度当初予算は　　　　 で可決
　国の高齢者向け

給付金の支給割合

が93.4％である。

　100％の支給に

向け、どのような努

力をしたと担当課

から報告があったのか。

　柵原クリーンセン

ター旧焼却施設の

解体撤去費に1億

7,０００万円は高い。

　問題であるダイオ

キシンやアスベスト

の検査数値も出ていない状況である。

　ストックヤードも建設する前提で、議論をし

ないまま終わっている。本当に必要なのか。

　委員会の中での

経過報告しかできな

いが、文書または電話

での努力はしている。

　最後には個々へ訪

問すべきと強い意見

も出たが、訪問はできないとの答弁であった。

　解体撤去とストッ

クヤードはセットの補

助事業であるため前

向きに検討すべきと

考える。

　工事費を再チェッ

ク、検討し実施に向けて慎重に審議を重

ねていくとの答弁であった。

◆ 意見の分かれた議案 ◆

賛成多数賛成多数

形井議員

三船議員

松島民生教育常任委員長

岩野予算特別委員長

○は賛成

×は反対

岡
田
議
員

山
本
議
員

下
山
議
員

松
島
議
員

三
船
議
員

江
原
議
員

金
谷
議
員

岩
野
議
員

松
田
議
員

形
井
議
員

延
原
議
員

山
議
員

左
居
議
員

小
林
議
員

林
田
議
員

議案
第40号

平成29年度美咲町
一般会計当初予算

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第73号

損害賠償の額を定める
ことについて

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

質問 回答

質問 回答
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町営火葬場の大規模修繕

防災用携帯型 I Pトランシーバーを配備

柵原クリーンセンター旧焼却施設を解体

小型ポンプ搭載照明車両を配備

補
正
予
算

平成2 9年度予算の主な新規事業
れ　一般会計補正予算など75件の議案が議決されました。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
か
ら
３
億

８
，０
０
４
万
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
１
１
１

億
２
，７
１
０
万
円
と
す
る
。

【
主
な
歳
入
】

☆
町
税　

６
，９
５
１
万
円

☆
国
・
県
支
出
金 

△
８
，２
１
８
万
円

☆
繰
入
金

△
２
億
７
，３
９
０
万
円

☆
町
債　

△
１
億
３
９
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

★
道
路
新
設
改
良
費

 

△
１
，９
３
８
万
円

★
町
民
セ
ン
タ
ー
維
持
補
修
費

 

△
３
，４
５
６
万
円

★
災
害
復
旧
費

 

△
５
，１
５
５
万
円

★
公
債
費

 

△
１
，９
０
０
万
円

◎
特
別
会
計
補
正
予
算

【
み
さ
き
ネ
ッ
ト
事
業
】

★
事
業
費

 

△
５
，５
５
８
万
円

【
柵
原
北
部
簡
易
水
道
事
業

】

★
簡
易
水
道
費

 

△
１
億
７
０
０
万
円

　町営火葬場の火葬炉が老朽化したため、設備

も含めた大規模な修繕を行う。

〔環境衛生費２,０２８万円〕

　消防車両に設置している移動系防災無線を携帯型

ＩＰトランシーバーに変更し、58台を消防車両などに配備。

〔防災対策費９１２万円〕

　柵原クリーンセンター旧焼却施設を解体し、跡

地にストックヤードを建設。

〔塵芥処理費２億２,２７４万円〕

　消防団の機動力を高めるため、日本初となる小

型ポンプ付照明車両を本部分団に配備。

〔消防施設費２,９４５万円〕
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旭町民センターの空調設備を改修

旭地域に分譲宅地を造成

旭文化会館の空調設備を改修

たまごかけごはん10周年記念

平成2 9年度予算
3月２日～17日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算

　完成後40年近く経過した旭町民センターの空

調設備を改修。

〔公民館費３,６６６万円〕

　旭地域の西川地内に約3400㎡の用地を確保

し、5区画の分譲宅地を造成。

〔用地取得造成費２,２０６万円〕

　完成後20年以上が経過する旭文化会館の

空調設備を改修。

〔図書館費５,１５５万円〕

　美咲町の代名詞となった「たまごかけごはん」10周

年を記念して講演会やシンポジウムなどを実施。

〔観光費１００万円〕

3月議会
でこんなことが

決まりました

要
　
　
望

加
美
小
学
校
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
新
規
運
行
に
関

す
る
要
望

美
咲
町
加
美
地
域
自
治
会

　

会
長　

赤
木　

克
己

町
立
加
美
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

会
長　

川
田　

絢
子

　

児
童
登
下
校
の
安
全

対
策
を
考
慮
し
、
全
会
一
致

で
採
択
と
し
た
。

陳
　
　
情

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

美
咲
町
協
議
会
（
仮
称
）

の
設
立
の
陳
情

岡
山
県
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
員
美
作
地

区
協
議
会

　

代
表　

浦
島　

文
男

　

自
然
環
境
保
全
の
重
要

性
を
認
め
全
会
一
致
で
趣
旨

採
択
と
し
た
。

障
害
児
者
の
生
き
る
基
盤

と
な
る
「
暮
ら
し
の
場
」の

早
急
な
整
備
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

障
害
者
の
生
活
と
権
利
を

守
る
岡
山
県
連
絡
協
議
会

　

会
長　

吉
田　

裕
美

　

限
界
に
近
い
家
族
介
護

の
状
況
を
深
く
理
解
し
全

会
一
致
で
趣
旨
採
択
と
し
た
。
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総務常任委員会からの報告

総務常任委員会は、総務課、まちづくり課、情報交通課、税務課が所管する予算その他の案件について審議を

担当しています。

委員長／山本宏治　副委員長／形井　圓　委員／延原正憲、江原耕司、三船勝之、貝阿彌幸善の6人で審議し

ています。

美咲町柵原農産物加工処理施設

の現地を視察した

　藤原地内に設置されている柵原地

区農産物加工施設について地域住民

の公益的活動を行う場として柵原本

庁地区コミュニティ協議会加工部代

表者に無償譲渡する施設を確認した。

委 員 会 の活動

【総務課】

津山圏域消防組合柵原出張所の整備

【まちづくり課】

公共施設等総合管理計画の策定

移転用地は決定したか。

28年度中に候補地を選定する計画で前向きに

検討中であり、今少し時間を要する。

取り組み状況はどうか。

29年度から30年間の計画を28年度中に策定する

予定であり、素案を公表してパブリックコメント

も募集した。さらに内容の充実を図りたい。

問 問
答 答

【情報交通課】

みさきネット事業5,500万円減額補正

【まちづくり課】

宅地造成事業に西川地内約3,400㎡を追加

減額となった主な原因は何か。

中央地域のサブセンターの機器更新を見送った

ため、今後の情報システムの動向などを見極めな

がら対応したい。

分譲宅地の規模と東側奥の三角地の利用は。

完売できる価格に配慮を。

5区画の分譲を計画している。規模は1区画100

坪程度で、三角地は今回は造成しない。購入して

もらえる価格となるよう努力する。（P.7参照）

問 問
答

答

藤原地内  柵原地区農産物加工施設
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民生・教育常任委員会からの報告

民生・教育常任委員会は、住民課、健康福祉課、こども課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課が所管する

予算その他の案件について審議を担当しています。

委員長／松島　啓　副委員長／金谷髙子　委員／林田　実、小林達夫、左居喜次の5人で審議しています。

美咲中央小学校の施設改修事業、

教室２室の増築現場を視察した

　工事期間が短く、現場も苦労され

たようであるが、予定通り年度内に完

成し、新学期からは使用可能とのこと

である。

　また、他に緑化公園芝生広場便所

新築工事現場（工事中）、諏訪古墳群

便所建て替え修繕工事現地（昨年11

月完成）を確認した。

【住民課】

柵原クリーンセンター

【福祉事務所】

高齢者黄福給付金事業

【健康福祉課】

国民健康保険運営の今後は

【教育総務課】

美咲中央小学校

【こども課】

保育士の確保は

【生涯学習課】

柵原文化センター

柵原クリーンセンターの旧焼

却炉の取壊し調査結果は。

飛散防止工事、汚染物除去工

事、アスベストの処理などが

必要であった。

美咲町高齢者黄福給付金の実

施状況は。

65歳以上の住民税非課税の

人が対象で、１人につき１万円

支給するもので、３月１日時点

の給付率は９６.９９％。

国民健康保険の運営が３０年

度から広域化されるが、今後

のスケジュールは。

本年１２月に運営方針が決定、

公表され、３０年２月に標準保

険料率が公表される予定。

美咲中央小学校の校舎増築工

事の予算増額の理由は。

見込み額の追加で、屋外に水

道設置を予定していたのを、屋

内にするなどの変更に対応し

たもの。

延長保育などの対応も含め、

保育士の確保はできている

のか。

募集に対して、応募が少なく、

随時募集していく。

柵原文化センターの空調設備

の完成はいつごろか。

現在工事中で、本年６月ごろの

予定。冷房が必要な時期まで

には間に合わせる。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

打穴下地内  美咲中央小学校増築現場
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委 員 会 の活動

産業・建設常任委員会からの報告

産業・建設常任委員会は、上下水道課：産業建設観光課が所管する予算その他の案件について審議を担当して

います。        

委員長／下山和由　副委員長／岩野正則　委員／ 山　剛、松田英二、岡田　壽の5人で審議しています。

【産業建設観光課】

工場立地のガイドライン
【上下水道課】

簡易水道・下水道の基金積立金
【上下水道課】

簡易水道事業費の減額

工場立地に伴うガイドラインの作

成には緑地面積率の制限を明記し

ておく必要があるのではないか。

岡山県のガイドラインに準じ

た形を取っている。将来的に

は変更も可能である。

簡易水道、下水道各特別会計

の基金積立金の総額は。

簡易水道で2億１,790万円、下

水道で１億9,074万円。総額で

4億864万円の基金を積み立

てている。

柵原北部簡易水道事業の予算

が1億700万円減額されてい

るのはなぜか。

統合簡易水道関係の施設整備

を来年度に延期したことによる

措置。

問 問問

答
答

答

【産業建設観光課】

多面的機能交付金の減額
【産業建設観光課】

長原ダムの小水力発電を断念
【産業建設観光課】

柵原地区農産物加工施設の譲渡

多面的機能支払交付金事業の

予算が約１,０００万円減額され

ているのはなぜか。

制度の見直しによって長寿命

化の部分が当初要望額の６割

に減額されたため。

長原ダムの水流を利用した小水力

発電を断念したのはなぜか。

さまざまな調査を実施した結

果、費用対効果の面で国の補助

を受けられないことから計画を

断念した。

柵原地区農産物加工施設を地元

協議会へ無償譲渡するが、建物

の固定資産税は課税されるのか。

地域が共同で使用する施設なの

で、地元協議会から申請を出しても

らうことで固定資産税は減免される。

問 問問

答
答

答

完成したぶどう集出荷貯蔵施設を

視察した

　ピオーネを中心としたぶどうを、よ

りよい品質で確かな選果を行うため

の集出荷貯蔵施設ＪＡつやま美咲ブド

ウセンターが完成した。

「施設概要」

敷地面積：4,198.81㎡

建築面積：819.12㎡

建築構造：鉄骨造　平屋建　

処理能力：処理量５００ｔ

　　　　  日処理量１２ｔ／日最大
打穴中地内  ＪＡつやま  美咲ブドウセンター
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予算特別委員会からの報告

予算特別委員会は、各課が所管する予算について審議を担当しています。

全議員16人（委員長／岩野正則　副委員長／江原耕司）で審議しています。

【総務課】

消防機具庫に下水道整備

【まちづくり課】

地域おこし協力隊

【上下水道課】

水道管の老朽化

【総務課】

防災用携帯IPトランシーバー

【まちづくり課】

結婚推進事業

【教育総務課】

海外短期留学事業

【情報交通課】

通学定期乗車券補助金交付事業

【産業建設観光課】

鉄道遺産活用連携事業

【健康福祉課】

介護保険事業の借入金

消防機具庫２カ所に下水道

を整備するが予算は。

消防施設管理費に下水道加

入負担金66万円、消防機具

庫維持補修費に420万円が

含まれている。

現在２人だが住居などの状況

は。また、活動内容は。

空き家バンクを利用して購入

または借りて住む。活動は農

業支援、特産品の開発および

販路の開拓などを行う。

水道管老朽化による布設替

えの年次計画は立てている

のか。

計画は、まだ立てていない。

全国的な課題でもあり、国の

援助措置に期待する。

912万円の予算が計上され

ているが、何台分か。また、

町全体をカバーできるのか。

５８台を予定している。各消防

団および防災関係に設置す

る。これで町全体がカバーで

きる。

７１万円の予算が計上されて

いるが、今後の目標は。

29年度、結婚支援センター

の稼動を開始し、セミナーへ

の参加数１００人、結婚相談窓

口３０件、成婚数１０組などを

３年間の目標としている。

参加者の負担金が１０万円から

１５万円になる。生活困窮の家

庭は参加しにくくなるのでは。

短期留学事業を長く継続し

たいため、新年度から決定

した。

民間路線バスの定期券1/2

補助の周知方法は。

お知らせを中学校卒業の人

へ高校の合格発表後、郵送す

るなど周知を図る。また、広

報みさき４月号へ掲載する。

新規事業であるが、概要は。

29年４月から9月3日までの

土日に、津山駅の扇形操車場

から吉ケ原の駅までボンネッ

トバスを走らせる。

県からの借入金９,００0万円

は29年度で完済できるのか。

第５期計画までの借入金を

29年度で完済できる。

問

問

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

答

答
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組合議会の報告組合議会の報告組合議会の報告
組合議会とは、行政上の目的別に他の市町村と共同で事務処理を行い、

目的の事業を効率的に行う団体組織

津
山
圏
域

資
源
循
環
施
設
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
勝

央
、
奈
義
、
美
咲
町
）

　

２
月
23
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
28
年
度
組
合
会

計
補
正
予
算
２
億
５
，
３

９
７
万
円
、
29
年
度
組
合

会
計
予
算
10
億
４
，
０
７

５
万
円
な
ど
４
議
案
を
審

議
、
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。津

山
圏
域

衛
生
処
理
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
美

咲
町
）

　

２
月
16
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
29
年
度
組
合
会

計
予
算
21
億
６
，
６
１
３

万
円
な
ど
２
議
案
を
審

議
、
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。津

山
圏
域
消
防
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
奈

義
、
勝
央
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

２
月
22
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
29
年
度
組
合
会

計
予
算
24
億
１
，
５
１
２

万
円
な
ど
２
議
案
を
審

議
、
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。津

山
広
域
事
務
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
奈

義
、
勝
央
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

２
月
22
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
29
年
度
一
般
会

計
予
算
３
，
２
８
４
万
円

な
ど
３
議
案
を
審
議
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
地
区

農
業
共
済
事
務
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
久

米
南
、
美
咲
町
）

　

２
月
22
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
29
年
度
組
合
会

計
予
算
４
億
１
，
３
５
７

万
円
な
ど
７
議
案
を
審

議
、
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。久

米
老
人

ホ
ー
ム
組
合
（
静
香
園
）

（
津
山
市
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

２
月
15
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
29
年
度
一
般
会

計
予
算
１
億
６
，
４
０
７

万
円
、
29
年
度
指
定
訪
問

介
護
事
業
特
別
会
計
予
算

２
，
０
１
０
万
円
な
ど
４

議
案
を
審
議
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。

勝
英
衛
生
施
設
組
合

（
美
作
市
、
西
粟
倉
村
、

勝
央
、
奈
義
、
美
咲
町
）

　

２
月
６
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
29
年
度
組
合
会

計
予
算
１
億
１
，
４
０
０

万
円
の
１
議
案
を
審
議
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

岡
山
県
中
部
環
境

施
設
組
合

（
真
庭
市
、
美
咲
町
）

　

３
月
28
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
29
年
度
一
般
会

計
予
算
２
億
７
，
４
４
８

万
円
な
ど
２
議
案
を
審

議
、
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。柵

原
吉
井
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
組
合

（
赤
磐
市
、
美
咲
町
）

　

３
月
１
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
29
年
度
組
合
会

計
予
算
３
億
３
，
６
９
０

万
円
な
ど
２
議
案
を
審

議
、
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。柵

原
、
吉
井
、
英
田

火
葬
場
施
設
組
合

（
美
作
市
、
赤
磐
市
、

美
咲
町
）

　

３
月
１
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
29
年
度
組
合
会

計
予
算
１
，
４
４
８
万
円

な
ど
２
議
案
を
審
議
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

津山市川崎へ建設中の汚泥再生処理センター（津山圏域衛生処理組合）
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ページ 議員名 質　　問　　内　　容

14 左居　喜次
１．学校給食の地産地消に対する考えは

２．借地解消に向けての対策を示せ

15 形井　　圓

１．加美小学校のトイレを洋式に

２．美咲町高齢者黄福給付金の申請期限を

再延長できないか

◇ 公共施設の下水道接続及びみさきネットへの加入状況は

◇　町道管理の責任は何処になるのか

◇　西幸公民館の改修を

16 山　　剛

１．ふるさと納税　本町の現状は

２．舗装修繕工事の対応を早急に

◇　健康診断の実施時期を変更できないか

ページ 議員名 質　　問　　内　　容

17 下山　和由
１．小・中一貫校開校に向けて将来のビジョンは

２．借地料を10年区切りで見直すべきでは

18 岩野　正則

１．まちなか活性化の早急な取り組みを

２．公共施設の管理徹底を

◇　分譲地の販売

19 小林　達夫
１．町はどう変わり何処が良くなったのか

２．採用試験を公平公正に行っているのか

20 三船　勝之
１．町の委託要件として収集運搬業の許可が必要か

２．「地方創生」何で巻き返すか

21 松島　　啓
１．地域おこし協力隊の活動は

２．災害の未然防止策にがけ地対策を

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
は
、

2

問
ま
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
で
き
な
か
っ
た
質
問
は

◇
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　　問　　内　　容

22 延原　正憲
１．美咲町第二次振興計画の見直しは

２．税外収入の確保状況は

23
林田　　実 １．介護保険事業のビジョンを示せ

松田　英二 １．再生可能エネルギーの地産地消は実現するのか

24 山本　宏治
１．収集運搬業務経費節減は可能ではないか

２．ラジオ体操の放送時間見直しは出来ないか

25 金谷　髙子
１．通いの場の課題は

２．地方創生2年目の目玉は

26 岡田　　壽

１．福祉向上に必要な施策は何か

２．移住者に何を希望するのか

◇　農林業が基幹産業といわれるが産業振興の手立ては

町
政
を
問
う



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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学校給食の
地産地消に対する考えは

借地解消に向けての
対策を示せ

地元でとれたおいしい食材を
食べてほしい

常に念頭に置きながら
進めている

問
　

28
年
度
に
学
校
給

食
で
使
わ
れ
た
食
材

の
う
ち
、
県
産
品
を
占
め

る
割
合
の
県
平
均
は
55
・

５
％
で
あ
っ
た
が
、
本
町

に
お
い
て
は
、
27
年
度
調

査

か

ら

９
・
５
％
減

の

40
・
９
％
で
あ
り
、
県
内

27
市
町
村
中
ワ
ー
ス
ト
２

位
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　

①
食
材
購
入
先
の
選
定

基
準
お
よ
び
選
定
方
法
は
。

　

②
平
成
27
年
度
調
査
か

ら
９
・
５
％
減
と
な
っ
た

要
因
は
。

　

③
地
産
地
消
に
対
す
る

町
の
考
え
は
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

①
食
材
の
購
入
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
ま
た

は
各
共
同
調
理
場
で
購
入

先
を
選
定
し
て
い
る
。

　

選
定
基
準
は
、
食
材
に

応
じ
た
衛
生
管
理
に
対
応

で
き
る
業
者
お
よ
び
商
店

に
納
入
を
依
頼
し
て
お

り
、
で
き
る
限
り
町
内
の

商
店
を
活
用
し
て
い
る
。

　

②
県
産
品
使
用
割
合
の

落
ち
込
み
は
、
給
食
費
を
決

め
ら
れ
た
単
価
に
抑
え
る

こ
と
が
大
き
い
。
本
町
は
、

近
隣
の
中
で
は
単
価
の
設

定
が
低
く
、
そ
れ
だ
け
食
材

の
調
達
に
余
裕
が
な
い
。

　

③
地
産
地
消
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
限
り
推
進
し
て

い
き
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち

に
地
元
で
と
れ
た
安
全
・

安
心
な
、
お
い
し
い
食
材
を

使
用
し
た
給
食
を
食
べ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

問
　

美
咲
町
が
誕
生
し

て
12
年
を
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
合
併

以
前
か
ら
の
公
共
用
地
の

借
地
が
多
く
残
っ
た
ま
ま

で
あ
り
、
毎
年
多
額
の
借

地
料
を
支
払
っ
て
い
る
。

　

①
借
地
料
の
算
出
基
準

は
。

　

②
公
共
用
地
の
借
地
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

③
借
地
解
消
に
向
け
て

の
対
策
を
示
せ
。

答
山
下
上
下
水
道
課
長

　

①
借
地
料
の
算
出

は
、
周
囲
の
状
況
、
買
い

上
げ
価
格
な
ど
を
考
慮
し

て
、
地
権
者
の
人
と
協
議

の
上
決
定
し
て
い
る
。

　

②
借
地
に
つ
い
て
の
考

え
方
と
し
て
、
公
共
用
地

と
し
て
恒
久
的
な
施
設
を

建
設
し
使
用
す
る
わ
け
で

あ
り
、
用
地
買
収
が
一
番

と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
や
む
を
得
な

い
方
法
と
し
て
、
借
地
も

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

③
借
地
解
消
に
向
け
て

の
対
策
は
、
粘
り
強
く
交

渉
を
し
て
い
く
。

　

相
続
な
ど
何
ら
か
の
き

っ
か
け
が
あ
っ
た
場
合
に

交
渉
す
る
な
ど
の
方
法
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　

ど
の
程
度
地
権
者

の
人
と
連
絡
を
取

り
、
交
渉
に
当
た
っ
て
い

る
の
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

一
概
に
は
言
え
な

い
が
、
解
消
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
常
に
念
頭
に

置
き
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

左居喜次 議員

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

公共用地の借地解消を！

学校給食岡山県産食材の使用割合
（％）

（平成）
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議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

加美小学校のトイレを洋式に

美
咲
町
高
齢
者
黄
福
給
付
金
の

　

申
請
期
限
を
再
延
長
で
き
な
い
か

３
月
31
日
ま
で
再
度
延
長
す
る

補助事業などの活用も含めて
検討したい

問
　

加
美
小
学
校
で

「
学
校
の
和
式
ト
イ

レ
が
嫌
で
学
校
に
行
き
た

く
な
い
」
特
に
女
の
子
た

ち
か
ら
こ
ん
な
声
が
あ
が

っ
て
お
り
、
保
護
者
か
ら

洋
式
ト
イ
レ
に
改
修
し
て

ほ
し
い
と
聞
い
た
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
に
学

校
か
ら
校
舎
の
現
状
を
見

て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ
り

状
況
を
確
認
し
た
。

　

そ
の
状
況
を
教
育
委
員

会
に
伝
え
る
と
、
教
室
の

入
口
ド
ア
は
数
カ
月
後
に

改
修
さ
れ
た
が
、
ト
イ
レ

は
現
在
も
改
修
さ
れ
て
い

な
い
。

　

ま
た
、
校
庭
と
駐
車
場

と
の
間
に
水
路
が
あ
り
、

危
険
な
た
め
グ
レ
ー
チ
ン

グ
の
設
置
を
求
め
た
と
こ

ろ
一
部
設
置
さ
れ
た
が
、

な
ぜ
全
体
に
設
置
で
き
な

い
の
か
。

答
石
戸
教
育
課
長

　

校
舎
棟
の
大
便
器

21
カ
所
中
４
カ
所
が
洋
式

で
、
１
階
に
し
か
設
置
さ

れ
て
い
な
い
。
ト
イ
レ
以

外
に
も
大
規
模
な
改
修
の

必
要
性
も
あ
り
、
補
助
事

業
な
ど
の
活
用
も
含
め
て

検
討
し
た
い
。

　

グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
設
置

も
他
の
修
繕
箇
所
と
併
せ

て
小
学
校
と
相
談
し
優
先

順
位
を
考
え
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問
　

美
咲
町
高
齢
者
黄

福
給
付
金
は
、
介
護

保
険
料
が
高
額
に
な
り
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

が
で
き
な
い
た
め
、
65
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
本
町

独
自
の
施
策
と
し
て
、
１

万
円
を
支
給
す
る
給
付
金

で
あ
り
、
対
象
者
全
員
に

支
給
す
る
の
が
行
政
の
責

務
で
は
な
い
か
。

　

１
月
10
日
頃
、
支
給
状

況
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
未

申
請
者
が
４
７
０
人
で
あ

っ
た
。

　

申
請
期
限
を
３
月
１
日

ま
で
延
長
し
た
が
入
院
、

施
設
へ
の
入
所
、
高
齢
で

理
解
で
き
て
い
な
い
人
が

ま
だ
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
人
に
対

し
、
期
限
の
再
延
長
は
で

き
な
い
か
。

答
福
田
福
祉
事
務
所
長

　

３
月
１
日
現
在
で

未
申
請
者
が
81
人
、
支
給

割
合
が
97
％
で
あ
る
。

　

申
請
書
の
送
付
、
行
政

放
送
や
広
報
へ
の
掲
載
を

行
い
、
入
院
中
や
施
設
入

所
の
人
へ
も
お
知
ら
せ
が

届
く
よ
う
に
配
慮
を
し
た
。

　

申
請
期
限
も
で
き
る
限

り
多
く
の
人
が
給
付
で
き

る
よ
う
３
月
31
日
ま
で
再

度
延
長
の
変
更
を
行
う
。

質問答弁

もう申請されましたか

改修が待たれるトイレ

形井　圓 議員
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議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

ふるさと納税　
本町の現状は

舗装修繕工事の
対応を早急に

多彩な品目をそろえ
昨年度の5倍に

道路パトロールや
地域からの相談により対応

問
　

①
ふ
る
さ
と
納
税

額
の
28
年
度
実
績
は
。

　

ま
た
、前
年
と
の
比
較
は
。

　

②
返
礼
品
の
現
状
お
よ

び
納
税
金
額
に
対
し
て
の

返
礼
品
の
内
容
は
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

①
２
月
末
現
在
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績

は
、
件
数
が
９
７
８
件
、

金
額
は
１
，５
１
８
万
円

の
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
の
実
績
は
68
件
、
３

０
３
万
円
で
、
比
較
す
る
と

昨
年
度
の
５
倍
程
度
の
寄

付
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

②
本
年
度
よ
り
返
礼
品

に
つ
い
て
は
従
来
の
棚
田

米
と
ピ
オ
ー
ネ
か
ら
大
幅

に
品
目
を
増
加
し
て
い
る
。

　

１
万
円
以
上
、
最
高
２

０
０
万
円
の
寄
付
に
対
す

る
返
礼
品
を
用
意
し
て
お

り
、
特
に
１
万
円
の
返
礼

品
で
は
町
の
特
産
品
を
中

心
に
多
彩
な
品
目
を
そ
ろ

え
た
。

　

金
額
的
に
は
送
料
を
含

め
寄
付
の
半
額
を
お
返
し

し
て
い
る
。

問
　

高
額
な
寄
付
で
１

０
０
万
円
や
２
０
０

万
円
の
返
礼
品
は
何
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

１
０
０
万
円
で
は

「
美
咲
の
牛
」
半
頭
分
、
２

０
０
万
円
で
は
「
美
咲
の

牛
」
１
頭
分
を
寄
付
の
人
と

相
談
し
何
回
か
に
分
け
て

送
付
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

問
　

町
道
の
傷
み
が
だ

ん
だ
ん
酷
く
な
り
舗

装
修
繕
工
事
の
対
応
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
方
法
が
一

番
早
く
修
繕
を
実
施
し
て

も
ら
え
る
の
か
。

　

自
治
会
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
で
き
る
の
か
。

答
山
本
旭
総
合
支
所
産

業
建
設
課
長

　

町
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
、
現
状
を
把
握
し
て

い
る
が
、
地
域
か
ら
の
相

談
も
受
け
現
地
確
認
し
な

が
ら
判
断
し
対
応
し
て
い

る
。

答
國
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

旭
支
所
と
同
じ
で
、
舗

装
修
繕
工
事
は
傷
み
の
酷

い
箇
所
は
業
者
へ
委
託

し
、
小
さ
い
穴
な
ど
は
職

員
で
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
地
確
認
や
要
望
書
の

提
出
に
よ
り
予
算
の
範
囲

内
で
対
応
し
て
い
る
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

両
支
所
と
同
様
だ
。

　

予
算
的
な
問
題
も
あ

り
、
緊
急
を
要
す
る
箇
所

以
外
は
優
先
順
位
を
つ
け

順
次
対
応
は
で
き
て
い
る
。

　

自
治
会
長
お
よ
び
常
会

長
か
ら
の
要
望
は
要
望
書

の
提
出
に
よ
り
、
現
状
の

確
認
を
行
い
、
優
先
順
位

を
つ
け
て
実
施
し
て
い
る
。

山　剛 議員

急げ！道路修繕

ふるさと納税で美咲の牛肉
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下山和由 議員

小・中一貫校開校に向けて
将来のビジョンは

借
地
料
を
10
年
区
切
り
で

　
　
　
　
　

見
直
す
べ
き
で
は

借
地
の
解
消
を
前
提
に
交
渉

創立に向け新たな
検討委員会を立ち上げたい

問
　

柵
原
中
学
校
の
老

朽
化
に
伴
い
さ
ま
ざ

ま
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き

た
。

　

ま
た
、
少
子
化
に
よ
り

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
が

現
実
化
し
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
の
方
針
に

従
い
柵
原
地
域
内
の
小
・

中
学
校
の
統
廃
合
を
視
野

に
入
れ
て
検
討
委
員
会
で

協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

示
せ
。

答
柴
原
教
育
長

　

柵
原
中
学
校
、
柵

原
共
同
調
理
場
、
柵
原
西

小
学
校
の
老
朽
化
に
伴
い

修
繕
費
が
年
々
多
額
に
な

っ
て
い
る
。　
　

　

そ
の
現
状
を
踏
ま
え
、

柵
原
地
域
３
つ
の
学
校
や

施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
「
柵
原
地
域
学
校
建
設

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

先
進
校
で
あ
る
鳥
取
県
若わ
か

桜さ

学
園
へ
の
視
察
を
含
め

合
計
６
回
開
催
し
て
議
論

を
重
ね
た
。

問
　

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
せ
。

答
柴
原
教
育
長

　

今
後
の
予
定
は
検

討
委
員
会
の
取
り
ま
と
め

を
公
表
す
る
。

　

ま
た
、
小
・
中
一
貫
校
を

推
進
す
る
義
務
教
育
学
校

の
創
立
に
向
け
て
基
本
方
針

や
実
施
計
画
の
作
成
な
ど

に
取
り
組
む
た
め
の
新
た
な

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

 
 

柵
原
地
域
で
は
、

旧
町
時
代
か
ら
年
間

約
９
０
０
万
円
の
借
地
料

が
支
払
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　

学
校
用
地
を
中
心
と
し

た
多
額
の
借
地
料
が
合
併

当
初
の
状
態
の
ま
ま
で
あ

る
。

　

10
年
区
切
り
で
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

今
後
の
対
策
を
示
せ
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

所
有
者
と
は
当
初

の
信
頼
関
係
に
基
づ
い
て

契
約
を
結
ん
で
い
る
た
め
、

見
直
し
は
慎
重
に
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

答
鈴
鹿
生
涯
学
習
課
長

　

見
直
し
も
必
要
か

と
思
わ
れ
る
が
、
借
地
の

解
消
を
前
提
に
し
て
交
渉

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

学
校
用
地
に
か
な

り
の
借
地
料
が
支
払
わ
れ

て
い
る
。

　

今
後
の
検
討
に
つ
い
て

は
柵
原
地
域
の
学
校
建
設

の
状
況
に
よ
り
、
借
地
の

見
直
し
の
協
議
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
思
う
。

答
定
本
町
長

　

借
地
の
購
入
は
財

政
的
に
も
今
は
難
し
い
。

　

学
校
用
地
に
つ
い
て

は
、
義
務
教
育
学
校
が
で

き
た
時
点
で
解
消
し
て
い

く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

質問答弁

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

見直しが求められる借地料

小・中学校の未来は
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岩野正則 議員

まちなか活性化の
早急な取り組みを

公共施設の管理徹底を

本町の魅力を高めてＰＲに努める

公共施設等総合管理計画を
策定し個別計画を立てる

問
　

ま
ち
な
か
活
性
化

に
つ
い
て
、
空
き
店

舗
お
よ
び
空
き
家
の
活

用
、
史
料
編
さ
ん
お
よ
び

展
示
場
所
、
ま
ち
な
か
図

書
館
な
ど
の
早
急
な
取
り

組
み
を
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
空
き
店
舗
お
よ
び

空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て

各
地
域
の
中
心
部
に
空
き

家
が
増
え
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

28
年
度
は
、
空
き
店
舗

の
活
用
補
助
金
が
１
件
と

県
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
事
業
に
取
り
組

ん
だ
。

　

ま
た
、
空
き
家
等
情
報
バ

ン
ク
の
内
容
も
充
実
し
、
空

き
家
対
策
推
進
委
員
も
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
。

答
鈴
鹿
生
涯
学
習
課
長

　

資
料
の
所
有
は
提

供
者
の
も
の
な
の
で
ほ
と

ん
ど
が
返
却
す
る
こ
と
に

な
る
。
提
供
の
あ
っ
た
資

料
の
展
示
場
所
に
つ
い
て

は
町
史
発
刊
後
に
検
討
し

た
い
。

　

ま
ち
な
か
図
書
館
に
つ
い

て
は
現
在
町
内
に
３
館
あ

る
た
め
、
財
政
面
を
含
め
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

答
定
本
町
長

　

空
き
家
な
ど
の
相

談
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
な

か
な
か
決
ま
ら
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　

本
町
の
魅
力
を
高
め
て

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

問
　

公
共
施
設
の
管

理
、
統
廃
合
に
つ
い

て
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど

に
伴
う
修
理
の
徹
底
と
危

険
施
設
お
よ
び
不
利
用
施

設
の
整
理
推
進
を
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

今
年
度
末
に
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
し
て
、
31
年
度
ま

で
に
各
施
設
の
個
別
計
画

を
立
て
て
い
く
。

　

こ
の
計
画
は
町
民
の
皆

さ
ん
に
も
参
加
い
た
だ
き

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

学
校
施
設
に
つ
い

て
は
、
３
つ
の
中
学
校
、

５
つ
の
小
学
校
、
２
つ
の

共
同
調
理
場
が
あ
る
が
、

年
間
通
し
て
か
な
り
修
理

費
が
掛
か
っ
て
い
る
。

　

修
理
に
つ
い
て
は
、
優

先
順
位
を
つ
け
て
、
予
算

の
範
囲
内
で
急
ぐ
も
の
か

ら
行
っ
て
い
る
。

答
鈴
鹿
生
涯
学
習
課
長

　

生
涯
学
習
課
が
管

理
す
る
公
共
施
設
に
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
、

公
民
館
、
図
書
館
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

　

状
況
を
見
き
わ
め
て
利

用
者
に
不
便
を
か
け
な
い

よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
点
検
な
ど
を
行

っ
て
、
安
全
で
利
用
し
や

す
い
施
設
と
し
て
管
理
し

た
い
。

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

総合管理計画の実行に期待

どうする まちなか活性化



町政を問う
一般質問

質問

答弁

みさき19

小林達夫 議員

町はどう変わり
何処が良くなったのか

採
用
試
験
を
公
平
公
正
に

　
　
　
　
　
　

 

行
っ
て
い
る
の
か

面
接
試
験
の
み
で
も
可
能
と
考
え
て
い
る

除々ではあるが成果は実っている

問
　

対
話
の
行
政
は
で

き
て
い
る
の
か
。

　

こ
の
８
年
で
何
回
行
政

懇
談
会
を
行
い
、
何
人
の

人
が
参
加
し
、
何
人
の
意

見
を
聞
き
、
ど
う
世
界
に

羽
ば
た
く
美
咲
町
に
し
て

き
た
の
か
。

答
定
本
町
長

　

地
区
の
行
事
な
ど

の
案
内
を
い
た
だ
き
可
能

な
限
り
出
席
し
て
い
る
。

　

広
く
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
く
た
め
、
集
会

に
も
要
請
が
あ
れ
ば
出
席

し
て
い
る
。

問
　

あ
る
市
長
は
市
政

に
生
か
す
た
め
、
東

京
へ
出
張
し
た
際
は
政
財

界
や
官
僚
な
ど
に
会
っ
て

い
る
。

　

町
長
は
東
京
出
張
の

際
、
ど
の
よ
う
な
人
と
会

い
対
話
を
し
て
、
町
政
に

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て

い
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

本
町
に
会
社
の
あ
る

企
業
の
社
長
に
会
い
、
関
係

企
業
誘
致
の
話
を
し
て
い
る
。

問
　

８
年
前
、
チ
ェ
ン

ジ
美
咲
を
掲
げ
た

が
一
体
何
を
変
え
、
ど
う

変
わ
り
、
町
の
何
処
が
良

く
な
っ
た
の
か
。

答
定
本
町
長

　

「
人
づ
く
り
」「
地

域
づ
く
り
」
「
健
康
づ
く

り
」
の
３
本
柱
の
骨
組
み

に
肉
付
け
を
し
て
い
る
。

　

除
々
で
は
あ
る
が
成

果
は
実
っ
て
い
る
。

問
　

合
併
後
、
旧
３
町
に

対
し
て
公
平
公
正
な

町
政
が
で
き
て
い
る
の
か
。

　

①
本
町
も
財
政
が
豊
か

に
な
り
、
町
長
の
出
身
で

あ
る
地
域
に
お
金
を
使
い

た
い
。
他
の
地
域
に
使
わ

れ
た
ら
い
け
な
い
と
の
発

言
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

②
嘱
託
職
員
の
採
用
試

験
は
、
公
平
、
公
正
に
行

っ
て
い
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

①
基
金
も
増
え
起

債
も
か
な
り
返
す
こ
と
が
で

き
た
た
め
、
旭
地
域
の
た
め

に
も
お
金
を
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

②
新
規
の
人
は
日

曜
日
に
、
継
続
の
人
は
勤

務
時
間
内
と
、
実
情
に
合

わ
せ
て
設
定
し
て
い
る
。

問
　

地
方
公
務
員
法
第

５
条
第
２
項
に
「
臨

時
の
職
は
１
年
を
越
え
て

再
度
更
新
は
で
き
な
い
」

と
あ
る
。

　

継
続
は
違
法
で
あ
り
新

規
と
同
じ
扱
い
で
な
い
と

お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

継
続
の
職
員
に
つ

い
て
は
、
面
接
試
験
の
み

で
も
可
能
と
考
え
て
い
る
。

答
岡
部
副
町
長

　

継
続
の
人
は
所
属

長
の
評
価
と
面
接
で
合
否

を
決
め
て
い
る
。　
　

　

新
規
の
人
は
、
よ
り
詳

し
い
情
報
を
得
る
た
め
記

述
の
試
験
も
行
っ
て
い
る
。

質問答弁

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

職員募集を広報誌でお知らせ

対話の行政の継続を



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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町の委託要件として
収集運搬業の許可が必要か

「地方創生」何で巻き返すか

必ずしも許可を必要としない

美咲町に合った事業を進めていく

問
　

町
が
行
う
家
庭
ご

み
の
収
集
運
搬
業
務

は
、
新
年
度
か
ら
指
名
競
争

入
札
に
よ
る
委
託
業
者
決
定

の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
本
年
１
月
の
議

会
全
員
協
議
会
で
、
内
規
で

あ
る
入
札
要
領
に
不
備
が
あ

り
、
新
年
度
も
現
在
の
委
託

業
者
と
引
き
続
き
随
意
契
約

す
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

①
町
長
は
本
件
の
見
解

を
求
め
た
町
民
と
の
面
会

を
な
ぜ
断
っ
た
の
か
。

　

②
本
件
に
関
し
て
申
し

立
て
た
町
民
と
、
副
町
長
、

住
民
課
長
が
面
会
し
た
の

は
い
つ
ご
ろ
か
。

　

③
入
札
要
領
（
内
規
）

の
不
備
な
点
と
は
何
か
。

　

④
町
の
業
務
委
託
の
要

件
と
し
て
、
収
集
運
搬
業

の
許
可
が
必
要
か
。

　

⑤
議
員
の
口
利
き
と
、

特
定
業
者
か
ら
の
要
望
が

あ
っ
た
の
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

①
断
っ
た
の
で
は

な
く
、
町
長
の
見
解
は
私

と
同
じ
な
の
で
、
理
解
を

求
め
た
。

　

③
物
品
役
務
の
一
般
競

争
入
札
が
初
め
て
で
あ

り
、
参
加
資
格
者
の
該
当

要
件
を
整
備
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

答
牧
野
住
民
課
長

　

②
最
初
に
面
会
し

た
の
は
28
年
11
月
２
日
で

以
後
４
回
面
会
し
た
。

　

④
収
集
運
搬
業
の
許
可

は
必
ず
し
も
必
要
な
い
。

　

⑤
指
摘
の
事
柄
は
な
か

っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

問
　

「
地
方
創
生
」
に
関

し
て
は
12
月
定
例
会

で
も
質
問
を
し
た
が
、
当
時

の
石い

し

破ば

地
方
創
生
担
当
相

の
話
と
し
て
、
国
か
ら
の
交

付
金
は
努
力
し
た
自
治
体

と
そ
う
で
な
い
自
治
体
と

の
格
差
が
大
き
い
の
は
当

た
り
前
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
完
全
に
乗
り

遅
れ
た
感
の
あ
る
本
町
の

「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
、

町
長
の
感
想
と
本
町
は
こ

こ
か
ら
何
で
巻
き
返
し
を

考
え
て
い
く
の
か
。

答
定
本
町
長

　

「
地
方
創
生
」
に
は

確
か
に
乗
り
遅
れ
た
。

　

地
方
創
生
で
は
、「
結
婚

推
進
事
業
」
と
、「
日
本
の

田
舎
が
い
い
ね
」
と
い
う
２

つ
の
事
業
が
採
択
さ
れ
た
。

　

現
在
「
日
本
の
田
舎
が
い

い
ね
」の
調
査
研
究
を
し
て
お

り
、
研
究
費
用
で
１
，８
０
０

万
円
の
交
付
を
受
け
た
。

　

そ
れ
を
基
に
し
て
、
地
域

で
儲
か
る
商
社
を
立
ち
上

げ
よ
う
と
申
請
し
て
い
る
。

　

「
結
婚
推
進
事
業
」
に
つ

い
て
も
29
年
度
に
申
請
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
津
山
市
と
の
定
住

自
立
圏
の
文
化
面
で
「
地

方
創
生
」
を
一
緒
に
や
っ
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
町
に
合

っ
た
事
業
を
進
め
て
い
く
。

三船勝之 議員

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

婚活で地方創生を

皆さんのごみを運んでいます



町政を問う
一般質問

質問

答弁

みさき21

松島　啓 議員

地域おこし協力隊の活動は

災
害
の
未
然
防
止
策
に
が
け
地
対
策
を

十
分
な
調
査
が
必
要

棚田の魅力を高め
稼げる地域の創生

問
　

協
働
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
成
果
お
よ

び
課
題
と
、今
後
の
展
開
は
。

　

ま
た
、
集
落
支
援
員
お

よ
び
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
今
後
の
活
動
は
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

成
果
と
し
て
、
各

地
域
で
話
し
合
い
の
場
が

で
き
、
新
た
な
事
業
の
創

出
、
伝
統
文
化
の
継
承
、

集
落
の
環
境
整
備
な
ど
が

で
き
て
い
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
の
地
域
活
性
化
研
修
会

の
開
催
を
、
各
地
域
の
自

主
活
動
組
織
に
続
け
て
い

き
た
い
。

　

課
題
は
、
担
い
手
不
足
。

　

今
後
は
、
岡
山
元
気
集

落
へ
の
登
録
を
さ
ら
に
進

め
、
情
報
収
集
し
な
が
ら
活

動
の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

集
落
支
援
員
は
、
空
き

家
対
策
に
２
人
。
地
域
の

生
活
道
路
の
維
持
管
理
に

４
人
を
予
定
し
て
い
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
県
が
行
う
地
域
課
題

解
決
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
事
業
で
、
棚
田
の
魅
力

を
高
め
て
稼
げ
る
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
、
農
業
支
援
、
特
産
品

の
開
発
お
よ
び
販
路
開
拓

な
ど
を
行
っ
て
も
ら
う
。

　

ま
た
、
棚
田
保
存
地
区
連

絡
協
議
会
に
参
加
し
て
稲

作
な
ど
も
学
ん
で
も
ら
う
。

　

現
在
、
２
人
採
用
し
て

い
る
が
、
も
う
１
人
募
集

し
て
い
る
。

問
　

今
ま
で
の
一
般
質

問
で
検
討
中
の
件
に

つ
い
て
再
度
問
う
。

　

①
災
害
の
未
然
防
止
策

と
し
て
、
が
け
地
対
策
を

町
独
自
で
考
え
て
は
ど
う

か
。

　

②
い
つ
で
も
、
だ
れ
で

も
気
軽
に
集
え
る
サ
ロ
ン

の
常
設
は
で
き
な
い
か
。

　

③
地
域
行
政
懇
談
会
は
、

毎
年
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

④
『
自
治
基
本
条
例
』

お
よ
び
『
若
者
条
例
』
の

制
定
で
若
者
に
活
躍
の
場

を
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

①
現
在
、
町
単
独
の
災

害
復
旧
事
業
の
制
度
化
に

向
け
検
討
し
て
い
る
。　

　

が
け
地
対
策
は
、
十
分

な
協
議
、
調
査
が
必
要
。

答
村
島
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長

　

②
通
い
の
場
の
事
業
に

地
域
の
皆
さ
ん
が
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
、
介
護

予
防
の
一
番
の
力
に
な
る

た
め
、
常
設
の
場
所
が
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

③
行
政
懇
談
会

は
、
今
後
毎
年
行
い
た
い
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

④
来
年
度
が
美
咲

町
第
二
次
振
興
計
画
の
中

間
年
度
で
、
見
直
し
の
時

期
で
あ
る
。
十
分
議
論
を

重
ね
、
そ
の
中
で
検
討
し

た
い
。

質問答弁

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

若者に活躍の場を

みんなでやろう 地域おこし



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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美咲町第二次振興計画の
見直しは

税外収入の確保状況は

基本計画はしっかりと見直す

可能なところから実施している

問
　

25
年
度
に
制
定
し

た
「
美
咲
町
第
二
次

振
興
計
画
」
は
中
間
年
度

と
な
る
29
年
度
に
検
証
と

見
直
し
を
行
う
と
明
示
さ

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な

見
直
し
作
業
を
確
認
し
た

い
。

　

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
は
行
う
の

か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

具
体
的
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

な
ど
専
門
家
の
支
援
を
得

な
が
ら
職
員
で
行
う
こ
と

で
予
算
計
上
し
て
い
る
。

　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
今
は
具
体
的
に

考
え
て
い
な
い
が
、
本
町
に

と
っ
て
大
事
な
こ
と
な
の
で

１
年
を
か
け
て
丁
寧
に
見

直
し
を
行
い
た
い
。

　

町
民
か
ら
意
見
を
い
た

だ
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
も
実
施
し
て
後
期
５
年

間
の
基
本
計
画
を
策
定
し

た
い
。

問
　

こ
の
５
年
間
で
社

会
情
勢
も
策
定
当
時

で
は
想
像
も
で
き
な
い
く

ら
い
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
基
本
計
画
だ
け
で
な

く
基
本
構
想
の
見
直
し
も

必
要
で
は
な
い
の
か
。

答
定
本
町
長

　

基
本
計
画
に
つ
い
て

は
、
し
っ
か
り
と
見
直
し
た
い
。

　

ま
た
、「
世
界
に
羽
ば
た

く
『
元
気
』
な
美
咲
町
」
の

基
本
構
想
は
引
き
続
き
持

ち
続
け
た
い
。

問
　

こ
の
４
年
間
の
一

般
質
問
の
中
で
「
検

討
し
た
い
」
と
の
回
答
の

う
ち
次
の
事
項
の
実
施
状

況
を
確
認
し
た
い
。

　

①
公
共
施
設
白
書
の
策

定
状
況

　

②
税
外
収
入
の
確
保

　

③
有
害
鳥
獣
の
処
分
施

設
の
整
備

　

④
お
く
や
み
情
報
の
周

知
方
法

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

①
美
咲
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
を
28

年
度
中
に
策
定
予
定
で
あ
る
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

②
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
の
多
様
化
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
へ
の
掲
載
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
取

り
入
れ
る
な
ど
改
善
を
図

り
、
努
力
し
て
い
る
。

答
光
嶋
交
通
情
報
課
長

　

②
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
有
料
広
告
、
み
さ
き

タ
ウ
ン
テ
レ
ビ
で
の
有
料
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
放
送
に
つ
い
て
は
こ

の
４
月
か
ら
募
集
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

③
本
年
度
か
ら
津
山
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

し
て
有
害
鳥
獣
駆
除
の
許

可
証
を
提
示
す
れ
ば
経
費

免
除
で
焼
却
処
分
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
。

答
牧
野
住
民
課
長

　

④
死
亡
届
受
付
の

際
、
告
知
放
送
と
テ
レ
ビ

放
送
の
説
明
を
よ
り
丁
寧

に
行
い
た
い
。

延原正憲 議員

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

見直しされる振興計画

好評です データ放送
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有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

一緒に楽しむ 健康づくり

林田　実 議員

松田英二 議員

介護保険事業の
ビジョンを示せ

再生可能エネルギーの
地産地消は実現するのか

健康づくりと住民サービスの
徹底に努めたい

日本初の事業化に向けて
努力する

問
　

介
護
保
険
事
業
に

対
す
る
中
長
期
的
な

展
望
、
構
想
な
ど
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
示
せ
。

答
定
本
町
長

　

第
６
期
の
最
終
年

度
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

し
人
材
の
有
効
活
用
や
、
よ

り
連
携
を
深
め
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
徹
底
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　

30
年
４
月
か
ら
始

ま
る
第
７
期
介
護
保

険
事
業
の
見
通
し
は
ど
う

な
の
か
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

介
護
保
険
お
よ
び

医
療
の
制
度
改
革
も
加
味

し
な
が
ら
29
年
度
に
第
７

問
　

美
咲
町
版
地
方
創

生
総
合
戦
略
の
中
に

は
太
陽
光
、木
質
バ
イ
オ
マ

ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
蓄
電
機
能
を
持

つ
空
圧
電
池
を
活
用
し
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電
所
の

推
進
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
協
議
会
に

よ
っ
て
実
現
に
向
け
た
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

31
年
度
の
事
業
化
に
向

け
た
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

27
年
２
月
か
ら
美

咲
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
協
議
会
を
開
催
し
、
国

や
電
力
会
社
な
ど
と
の
間

で
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
を
積

み
重
ね
て
い
る
。

期
の
介
護
保
険
計
画
を
立

て
て
い
く
。

　

町
民
に
は
さ
ら
な
る
健

康
づ
く
り
に
努
め
て
も
ら

え
ば
、
保
険
料
の
値
上
げ

も
な
い
も
の
と
考
え
る
。

問
　

介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
よ
り
要
支
援

者
が
介
護
保
険
事
業
か
ら

外
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
村
島
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長

　

給
付
事
業
は
継
続
で
き

る
の
で
安
心
し
て
ほ
し
い
。

　

基
準
を
緩
和
し
た
サ
ー

ビ
ス
も
検
討
し
て
い
る
。

　

地
域
の
協
力
で
支
え
合

う
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

新
し
い
事
業
を
生
み
出

す
た
め
に
は
想
定
外
の
障

壁
が
出
て
き
て
い
る
が
、

日
本
初
の
取
り
組
み
を
実

現
さ
せ
る
た
め
、
31
年
度

の
事
業
化
に
向
け
て
努
力

し
て
い
き
た
い
。

問
　

こ
の
事
業
が
実
現

す
れ
ば
全
国
の
中
山

間
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
解

決
す
る
よ
う
な
模
範
的
事
例

を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
町
の
発
展
の
た
め
に

も
最
重
要
課
題
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

答
定
本
町
長

　

美
咲
町
創
生
総
合

戦
略
の
第
一
番
手
と
し
て

位
置
付
け
て
取
り
組
む
。
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収集運搬業務経費節減は
可能ではないか

ラジオ体操の放送時間
見直しは出来ないか

十分協議を行い
委託料軽減に努める

番組企画・編成会議で検討する

問
　

家
庭
ご
み
収
集
運

搬
業
務
の
委
託
契
約

の
件
で
は
説
明
が
二
転
三

転
し
て
い
る
と
聞
く
、
し

っ
か
り
と
し
た
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。

　

①
内
規
の
不
備
で
現
在

の
業
者
と
来
年
度
も
再

度
、
随
意
契
約
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
が
一
般
競
争

入
札
制
度
の
導
入
に
よ
り

経
費
節
減
が
出
来
る
の
で

は
な
い
の
か
。

　

②
業
者
選
定
に
つ
い
て

随
意
契
約
で
は
２
社
以
上

の
見
積
も
り
を
取
っ
て
い

な
い
が
な
ぜ
か
。

答
牧
野
住
民
課
長

　

①
地
域
住
民
へ
の

周
知
、
事
業
者
と
の
業
務

を
遂
行
す
る
う
え
で
の
協

議
、
入
札
参
加
資
格
審
査

要
領
の
整
備
に
一
定
の
準

備
期
間
が
必
要
な
た
め
検

討
を
行
っ
た
結
果
、
30
年

度
か
ら
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
資
力
、
信
用
、

技
術
、
経
験
な
ど
を
有
す

る
事
業
者
と
業
務
遂
行
す

る
に
足
り
る
額
で
随
意
契

約
を
行
っ
て
き
た
が
29
年

度
も
事
業
者
と
十
分
協
議

を
行
い
委
託
料
の
軽
減
に

取
り
組
む
。

答
定
本
町
長

　

②
国
か
ら
の
通
達
、

判
例
な
ど
に
も
能
力
、
経

験
、信
頼
関
係
の
あ
る
業
者

を
１
社
選
定
し
て
随
意
契

約
を
行
う
と
あ
る
の
で
、
他

の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を

と
る
必
要
は
な
い
と
あ
る
。

問
　

告
知
放
送
で
毎
日

６
時
30
分
か
ら
の
ラ

ジ
オ
体
操
の
放
送
が
あ
る
。

　

夏
場
の
早
朝
は
昔
よ
り

ラ
ジ
オ
体
操
が
定
番
だ
と

思
う
が
、
冬
場
は
放
送
時

間
の
見
直
し
を
し
て
は
ど

う
か
。

　

本
町
の
健
康
づ
く
り
行

政
の
目
玉
で
あ
る
の
で
、

昼
に
放
送
を
し
て
は
ど
う

か
。

　

ま
た
、
住
民
の
意
識
調

査
を
し
て
い
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

番
組
企
画
・
編
成

会
議
で
検
討
を
し
た
い
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

健
康
づ
く
り
の
こ

と
で
町
民
に
、
朝
の
ラ
ジ

オ
体
操
に
つ
い
て
意
見
を

聞
き
、
24
人
中
８
人
が
頑

張
っ
て
い
る
と
の
回
答
が

あ
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
効

果
は
あ
る
と
思
う
。

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

健
康
寿
命
を
推
奨
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
ぜ

ひ
と
も
そ
う
い
っ
た
機
会

は
数
多
く
設
け
て
い
け
た

ら
と
思
う
。

答
光
嶋
情
報
交
通
課
課
長

　

放
送
時
間
の
変
更

は
問
題
な
い
。

　

他
の
関
係
課
と
協
議
し

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
対

応
し
た
い
。

山本宏治 議員

取り組め！ ごみの経費節減

朝から元気でーす
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金谷髙子 議員

通いの場の課題は

地
方
創
生
２
年
目
の
目
玉
は

目
標
達
成
が
重
要

送迎について
黄福タクシーを利用

問
　

29
年
４
月
か
ら
新

総
合
事
業
が
始
ま
る
。

　

本
町
の
積
極
的
な
取
り

組
み
と
熱
意
を
問
う
。

　

①
今
後
の
生
活
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
の
関
わ
り
は
。

　

②
生※

活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
す

る
人
材
は
。

　

③
「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
町
独
自
に

専
門
職
の
配
置
を
。

　

④
「
通
い
の
場
」
を
１
年

間
取
り
組
ん
で
の
成
果
と

課
題
は
。

答
村
島
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
長

　

①
社
会
福
祉
協
議
会
と

今
後
の
活
動
、
内
容
・
育

成
な
ど
協
議
を
し
て
い
る
。

　

介
護
教
室
、
新
た
な
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど
に

取
り
組
む
予
定
。　

　

②
１
層
は
行
政
に
配
置

し
全
体
の
企
画
を
行
う
。

　

２
層
は
社
会
福
祉
協
議

会
が
地
域
福
祉
活
動
と
連

動
し
て
進
め
る
。

　

３
層
は
自
分
の
地
区
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ

て
活
動
す
る
。

　

③
町
独
自
の
専
門
職
は

理
想
的
だ
が
、
来
年
度
も

県
へ
派
遣
要
請
し
て
い
る
。

　

④
各
地
区
で
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

課
題
は
送
迎
の
方
法
で

あ
り
、
黄
福
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
た
い
。

問
　

①
「
地
方
創
生
」
が

始
ま
り
２
年
目
を
迎

え
る
が
、
町
が
作
成
し
た

総
合
戦
力
に
つ
い
て
、
目

玉
は
何
か
。

　

②
29
年
度
か
ら
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
さ
ら
に
普

及
し
て
は
ど
う
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

本
町
と
し
て
67
重

要
業
績
評
価
指
数
の
目
標

を
立
て
て
い
る
。

　

目
玉
と
い
う
考
え
で
な

く
31
年
度
に
向
け
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
重
要
と

思
っ
て
い
る
。

　

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
積
極
的
に
導
入
し
た
い
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

①
棚
田
の
魅
力
を
高
め

て
稼
げ
る
地
域
づ
く
り
に

29
年
度
は
５
０
０
万
円
の

事
業
費
を
予
定
し
て
お
り
、

県
と
一
緒
に
事
業
を
進
め

て
い
く
。

　

②
本
町
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
大
垪
和
西
の
棚
田
は
高

齢
化
と
担
い
手
不
足
で
草

刈
り
作
業
な
ど
が
困
難
で

深
刻
な
状
態
だ
。

　

28
年
度
の
棚
田
体
験
イ

ベ
ン
ト
で
田
植
え
ま
た
は

稲
刈
り
作
業
を
行
い
耕
作

放
棄
地
が
少
し
よ
み
が
え

っ
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

人
に
協
議
会
に
加
わ
っ
て

も
ら
い
活
動
の
応
援
が
で

き
る
体
制
を
作
り
た
い
。

質問答弁

サポーターさんありがとう

※生活支援コーディネーターは
　1〜3層の活動圏域がある。

生かそう 地域資源
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福祉向上に必要な
施策は何か

移住者に何を希望するのか

住み続け住んでよかった
町づくりが必要

地域の声を聞いていきたい

問
　

選
挙
を
控
え
、
２

期
８
年
間
の
任
期
を

通
し
て
、
町
民
の
福
祉
向

上
に
必
要
な
施
策
は
何
か
。

　

合
併
算
定
替
で
財
政
運

営
が
厳
し
く
な
る
と
予
想

さ
れ
る
が
、
対
策
は
ど
う

す
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

第
二
次
振
興
計
画

に
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
子

育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援
、

空
き
家
対
策
、
定
住
助
成

な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
、

住
み
続
け
、
住
ん
で
よ
か

っ
た
町
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
。

　

町
外
の
人
か
ら
も
住
ん

で
み
た
い
な
と
思
わ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
。

　

さ
ら
に
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
郷
土
愛
を
養
う
こ
と

に
取
り
組
み
、
巣
立
っ
た

若
者
が
帰
っ
て
く
る
対
策

も
進
め
た
い
。

　

財
政
面
で
は
、
合
併
15

年
を
め
ど
に
地
方
交
付
税

も
減
少
す
る
。

　

町
の
標
準
財
政
規
模
は

80
億
円
弱
。
今
ま
で
の
よ

う
に
１
２
０
億
円
規
模
の

予
算
は
難
し
く
な
る
。

　

予
算
規
模
の
縮
小
を
視

野
に
入
れ
た
財
政
運
営
も

考
え
て
い
く
。

問
　

魅
力
あ
る
地
方
づ

く
り
と
は
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
予
算
の
面
で
判
断

し
た
い
。

問
　

各
市
町
村
と
も
空

き
家
対
策
、
移
住
者

対
策
な
ど
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
と
っ
て
い
る
。

　

他
市
町
村
に
比
べ
、
よ

り
有
利
な
条
件
を
考
え
移

住
促
進
を
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
移
住
者
に
何

を
希
望
す
る
の
か
。

　

単
に
人
口
増
、
転
入
超

過
が
目
的
で
は
な
い
は
ず
。

　

目
的
を
持
っ
た
移
住
対

策
を
望
む
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

町
と
し
て
町
民
の

福
祉
増
進
な
ど
、
少
し
で

も
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
た
仕
事
を
し
て
い
る
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制

度
の
中
で
移
住
定
住
に
よ

り
地
域
の
活
性
化
を
図
る

目
的
が
あ
る
。

　

移
住
者
関
係
書
類
に
誓

約
書
が
あ
り
、
地
域
と
の

協
調
連
携
に
務
め
、
地
域

の
取
り
組
み
を
守
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

空
き
家
が
増
え
、
人
口

が
減
少
し
疲ひ

弊へ
い

し
て
い
る
。

　

県
内
外
か
ら
移
住
し
て
、

少
し
で
も
地
域
活
動
を
補

い
、
地
域
を
守
っ
て
も
ら

い
た
い
と
の
思
い
で
あ
る
。

問
　

地
域
で
は
、
移
住

者
に
希
望
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

自
治
会
長
お
よ
び

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
代
表

者
な
ど
地
域
の
声
を
聞
き
、

こ
れ
か
ら
の
移
住
対
策
事

業
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

岡田　壽 議員

お待ちしています 田舎暮らし

小・中学校児童生徒数（２９年４月１日現在）

小学校 中央地域 旭地域 柵原地域 合　計

１年 64 10 32 106

２年 50 13 31 94

３年 53 11 28 92

４年 69 14 49 132

５年 54 17 49 120

６年 68 9 37 114

合　計 358 74 226 658

中学校 中央地域 旭地域 柵原地域 合　計

１年 69 18 43 130

２年 54 15 52 121

３年 55 14 54 123

合　計 178 47 149 374
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　4月24日臨時議会が開催され、議長、副議長、各委員が選ばれました。

　　　　議長　貝阿彌幸善　　　　　副議長　松島　啓

議会の構成決まる

◎委員長　○副委員長

常
　
　
任
　
　
委
　
　
員
　
　
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

◎ 山　本　宏　治 監査委員  延　原　正　憲

○ 延　原　正　憲
議
会
運
営
委
員
会

◎ 岩　野　正　則

 山　田　雄　二 ○ 江　原　耕　司

 松　島　幸　一  延　原　正　憲

 松　田　英　二  左　居　喜　次

 岩　野　正　則  山　本　宏　治

 松　島　　　啓  金　谷　髙　子

民
生
教
育
常
任
委
員
会

◎ 金　谷　髙　子
議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会

◎ 左　居　喜　次

○ 形　井　　　圓 ○ 藤　井　智　江

 藤　井　智　江  山　田　雄　二

 左　居　喜　次  松　島　幸　一

 林　田　　　実  松　田　英　二

 江　原　耕　司  金　谷　髙　子

 貝阿彌　幸　善

各組合議会議員

◇津山地区農業共済事務組合

 延原　正憲 岩野　正則

◇久米老人ホーム組合

 藤井　智江 形井　　圓　

 左居　喜次 江原　耕司

 岩野　正則 山本　宏治

◇柵原吉井特別養護老人ホーム組合

 藤井　智江 松島　幸一

 林田　　実 金谷　髙子

◇勝英衛生施設組合

 山田　雄二 林田　　実

◇津山県域衛生処理組合

 山本　宏治

◇岡山県北森林林業活性化議員連盟

 山本　宏治

◇柵原、吉井、英田火葬場施設組合

 山田　雄二 松島　幸一

 松田　英二

◇津山圏域消防組合

 左居　喜次 岩野　正則

◇津山広域事務組合

 形井　　圓　 林田　　実

◇岡山県中部環境施設組合

 貝阿彌幸善 金谷　髙子

◇津山圏域資源循環施設組合

 貝阿彌幸善 松島　　啓

◇岡山県広域水道企業団運営協議会委員

 貝阿彌幸善

◇美咲町消防委員会

 松島　幸一 江原　耕司

 山本　宏治
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議
長
あ
い
さ
つ

美
咲
町
議
会
議
長

貝
阿
彌
　
幸
　
善

副
議
長
あ
い
さ
つ

美
咲
町
議
会
副
議
長

松
　
島
　
　
　
啓

編

後

集

記

私たちが引き継ぎます

　

改
選
後
も
引
き
続
き
議

会
議
長
の
重
責
を
お
引
き

受
け
し
、
改
め
て
責
任
を

痛
感
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
の
広
大
さ
は
変
わ
ら

ず
議
員
数
は
２
人
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
議
会
の
あ

り
方
を
改
革
し
、
皆
さ
ま

の
声
を
町
政
に
反
映
で
き

る
体
制
の
整
備
、
ま
た
二

元
代
表
制
の
一い

ち

翼よ
く

を
担
う

議
会
議
員
と
し
て
、
政
策

　

人
口
激
減
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
諸
問
題
に
対

し
、
議
会
の
役
割
、
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

議
案
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し

決
定
す
る
機
関
だ
け
で
は

な
く
、
町
の
現
状
、
将
来

を
考
え
、
政
策
を
積
極
的

に
提
案
す
る
議
会
へ
と
変

わ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
各
議
員
が
、

し
っ
か
り
と
調
査
研
究
、

立
案
能
力
の
向
上
に
努
め

る
な
ど
、
美
咲
町
の
未
来

に
向
か
っ
て
、
議
会
も
一

丸
と
な
り
町
政
発
展
に
寄

与
し
て
参
り
ま
す
。

　

ご
協
力
、
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

自じ

由ゆ
う

闊か
っ

達た
つ

な
議
論
を
し
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
常
に
対

話
が
で
き
る
し
く
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

『
町
民
に
開
か
れ
た
議

会
』
『
責
務
を
果
た
し
信

頼
さ
れ
る
議
会
』
と
な
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。
ご
指

導
ご
鞭べ

ん

撻た
つ

の
程
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長
　
左
居
　
喜
次

副
委
員
長
　
藤
井
　
智
江

山
田
　
雄
二

松
島
　
幸
一

松
田
　
英
二

金
谷
　
髙
子

　

山
の
木
々
に
も
新
芽
が

出
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
議
会

議
員
選
挙
が
４
月
16

日
に

行
な
わ
れ
前
回
よ
り
２
人

減
の
定
数
14

人
の
議
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
議
員
選
挙

投
票
率
は
74

・
89

％
と
本

町
合
併
以
来
、最
低
で
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
真し

ん

摯し

に
受

け
止
め
、
町
民
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

議
会
の
活
性
化
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

48

号
を
最
後
に
広
報
委

員
も
変
わ
り
ま
す
。

　

研
修
会
な
ど
に
参
加
し

伝
わ
る
・
分
か
り
や
す
い

文
章
を
心
が
け
る
た
め
勉

強
を
重
ね
議
会
だ
よ
り
作

成
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に

親
し
ま
れ
る
広
報
誌
の
作

成
を
新
メ
ン
バ
ー
に
託

し
、
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。

（
編
集
委
員
会　
　
　

 

旧
メ
ン
バ
ー
）


